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平成19年度　各会計当初予算の集計

一般会計　財源の内訳

歳　入
73億5,000万円

町税町税
53.453.4％

3939億2,6552,655万円万円

町税
53.4％

39億2,655万円

地方譲与税  1,2％
9,100万円

地方消費税交付金
3.1％

2億2,500万円

地方交付税
7.3％

5億4,000万円

自主財源
63.3％

依存財源
36.7％

繰越金  2.7％
2億円

その他  2億150万円
 2.8％ 利子割交付金
 配当割交付金
 株式等譲渡所得割交付金
 ゴルフ場利用税交付金
 自動車取得税交付金
 地方特例交付金
 交通安全対策特別交付金
 諸収入

その他  4.6％
3億3,660万1千円
 分担金及び負担金
 使用料及び手数料
 財産収入
 寄付金
 諸収入

町債  10.6％
7億7,730万円

国庫支出金国庫支出金  5.1  5.1％
3億7,5817,581万6千円千円
国庫支出金  5.1％
3億7,581万6千円

県支出金県支出金  6.6  6.6％
4億8,5238,523万1千円千円
県支出金  6.6％
4億8,523万1千円

繰入金  2.6％
1億9,100万2千円

一 般 会 計

特 別 会 計

       国民健康保険

       老人保健医療

       介 護 保 険

       下 水道事業

合　　　　計

平 成 19 年 度 比　　　　較

当初予算額（a） 構成比 （a）－（b） 伸び率

73億5,000万円

82億6,034万3千円

30億2,700万円

23億4,521万7千円

16億7,012万6千円

12億1,800万円

156億1,034万3千円

4億6,737万8千円

3億5,757万8千円

△1,120万3千円

1憶2,459万3千円

△359万円

4億6,737万8千円

47.1%

52.9%

19.4%

15.0%

10.7%

7.8%

100.0％

平 成 18 年 度 

当初予算額（b） 構成比

73億5,000万円

77億9,296万5千円

26億6,942万2千円

23億5,642万円

15億4,553万3千円

12億2,159万円

151億4,296万5千円

48.5%

51.5%

17.6%

15.6%

10.2%

8.1%

100.0％

6.0%

13.4%

0.5%

8.1%

0.3%

3.1%

△

△

町税の内訳

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

町民税個人　52.2％
20億5,116万9千円

固定資産税　41.2％
16億1,663万6千円

町民税法人　2.6％
1憶79万4千万円

軽自動車税　0.7％
2,785万6千円

町たばこ税　3.3％
1億3,009万5千円

１９年 度 予 算 特 集１９年 度 予 算 特 集



　
町
が
各
種
事
務
事
業
を
進
め
る

際
に
基
本
と
な
る
一
般
会
計
予
算

に
は
、
昨
年
度
と
同
額
の
73
億
５

千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
町
税
は
、
昨
年
度
の
６
・

７
　
増
と
な
る
39
億
２
６
５
５
万

円
で
、
歳
入
全
体
の
53
・
４
　
に

な
り
ま
す
。
主
力
と
な
る
個
人
町

民
税
で
は
、
定
率
減
税
の
廃
止
、

国
が
進
め
る
三
位
一
体
改
革
に
よ

る
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
な
ど
に
よ
り
税
額
が
伸
び
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
う
所
得
譲

与
税
の
廃
止
、
地
方
交
付
税
の
縮

減
、
ま
た
、
減
収
補
て
ん
措
置
の

廃
止
に
伴
う
地
方
特
例
交
付
金
及

び
住
民
税
減
税
補
て
ん
債
の
廃
止

な
ど
、
財
源
確
保
が
非
常
に
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
５
件
で
、
一
色
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
債
、
二
宮
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

事
業
債
、
二
宮
西
中
学
校
大
規
模

改
修
事
業
債
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
債
の
平
成
９
年
度
借
入
分

を
借
り
換
え
る
た
め
、
計
７
億
７

７
３
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
各
施
策
内
容
を
検
証
し
、
町
民

の
安
全
・
安
心
を
図
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
た
予
算
編
成
と
し
ま
し

た
。
　
主
な
事
業
を
歳
出
区
分
別
に
み

る
と
、
総
務
費
で
は
、
（
仮
称
）

一
色
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
、
民
生
費
で
は
、

山
西
学
童
保
育
所
整
備
工
事
、
介

護
予
防
支
援
事
業（
新
予
防
給
付
）、

衛
生
費
で
は
、
焼
却
停
止
に
伴
う

委
託
及
び
工
事
、
じ
ん
芥
収
集
運

搬
事
業
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

二
宮
ブ
ラ
ン
ド
開
発
研
究
会
を
立

ち
上
げ
る
ほ
か
、
一
色
地
内
（
鉄

砲
田
）
・
土
地
改
良
事
業
（
中
里

地
内
）
農
道
改
良
工
事
、
漁
港
整

備
事
業
、
土
木
費
で
は
、
町
道
27

号
線
（
内
原
）･

町
道
63
号
線
（
二

宮
）
・
町
道
２
７
７
号
線
（
旧
国

立
小
児
病
院
前
）
拡
幅
改
良
事
業
、

二
宮
駅
北
口
基
本
計
画
策
定
委
託
、

消
防
費
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入
事
業
、
教
育
費
で
は
、
二

宮
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
、
二

宮
西
中
学
校
耐
震
補
強
及
び
大
規

模
改
修
事
業
、
文
化
振
興
事
業
な

ど
、
各
事
業
へ
の
取
組
み
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

一般会計　歳出の内訳１人当たりいくら使われるの？

歳　出
73億5,000万円 民生費

25.7％
18億9,228万2千円

土木費  10.5％
7億6,836万9千円

教育費
14.3％

10億5,133万4千円

公債費  12.1％
8億9,033万1千円

災害復旧費  0.0％
150万円

衛生費
12.7％

9億3,433万5千円

総務費  13.8％
10億1,680万3千円

議会費  1.5％
1億1,378万円

予備費  0.3％
2,031万6千円

農林水産業費  2.2％
1億5,832万円

商工費  1.7％
1億2,308万1千円

消防費  5.2％
3億7,954万9千円

一般会計で試算すると
１人当たり 約24万1,545円 となります。

一般会計の予算 73億5,000万円 に対し、2月末日現在の
人口（30,429人）で計算しました。

歳出の区分 １人当たりの額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

予 備 費

合　　　計

3,739円

33,416円

62,187円

30,705円

5,203円

4,045円

25,251円

12,473円

34,550円

49円

29,259円

668円

241,545円

か
い



　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と

は
切
り
離
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

町
に
は
「
国
民
健
康
保
険
」
、
「
老

人
保
健
医
療
」
、
「
介
護
保
険
」
、

「
下
水
道
事
業
」
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
安
心
で
快
適
な
く
ら
し
を

支
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
前
期
高
齢
者
の
増
加
等
に
伴
い

医
療
費
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

保
険
給
付
費
は
８
・
７
　
増
の
20

億
５
０
０
１
万
８
千
円
、
予
算
額

と
し
て
は
13
・
４
　
増
の
30
億
２

７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
医
療
費
の
増
加
に
対

し
、
保
険
税
率
を
据
え
置
き
と
す

る
た
め
、
国
保
財
政
調
整
基
金
よ

り
８
千
万
円
を
繰
入
れ
、
被
保
険

者
の
方
々
の
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
の
医
療
費
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る

特
別
会
計
で
、
今
年
度
は
歳
出
の

約
99
・
５
　
が
医
療
費
給
付
に
あ

て
ら
れ
る
予
定
で
す
。
予
算
額
と

し
て
は
０
・
５
　
減
の
23
億
４
５

２
１
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か

ら
八
年
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
２

年
目
に
あ
た
り
、
予
算
額
と
し
て

は
８
・
１
　
増
の
16
億
７
０
１
２

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
同
様
に
、
現
在
要
支
援
１
及
び

２
の
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
の
不
足
分
と
し
て
17
年
度

に
借
り
入
れ
た
県
の
財
政
安
定
化

基
金
貸
付
金
の
返
済
は
、
３
年
度

計
画
の
２
年
度
目
に
な
り
ま
す
。

　
衛
生
的
で
快
適
な
く
ら
し
を
実

現
す
る
下
水
道
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
南
側
の
ほ
ぼ
全
域
、
緑
が
丘
、

富
士
見
が
丘
、
中
里
、
二
宮
地
区

及
び
駅
北
口
通
り
周
辺
の
各
一
部

で
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
枝
線
工
事
に
よ
る
面
整
備

を
行
い
処
理
区
域
の
拡
大
を
図
る

ほ
か
、
百
合
が
丘
一
色
汚
水
幹
線

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
百
合

が
丘
地
区
の
整
備
に
む
け
て
調
査

及
び
設
計
を
開
始
し
ま
す
。



…
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の

開
催
。

…
「
協
働
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の

活
用
。

…
（
仮
称
）
一
色
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
。

…
旧
国
立
小
児
病
院
跡
地
維
持
管

理
工
事
、
二
宮
・
一
色
学
童
保

育
所
改
修
工
事
、
山
西
学
童
保

育
所
（
山
西
小
学
校
校
舎
内
へ
）

整
備
工
事
、
児
童
手
当
の
引
き

上
げ
（
３
歳
未
満
児
手
当
一
律

１
０
０
０
０
円
）
。

…
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
改
訂

に
向
け
た
調
査
を
実
施
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
検
討
委
員
会

の
設
置
。

…
第
一
分
団
ポ
ン
プ
車
を
購
入
。

…
二
宮
西
中
学
校
校
舎
体
育
館
耐

震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工
事
、

二
宮
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
。

…
平
成
19
年
度
中
の
ご
み
焼
却
停

止
に
伴
う
委
託
及
び
工
事
。

…
じ
ん
芥
収
集
運
搬
委
託
（
焼
却

停
止
後
、
直
接
外
部
搬
出
す
る

た
め
の
委
託
を
含
む
）
。

…
土
地
改
良
事
業
（
中
里
地
内
）

農
道
改
良
工
事
、
一
色
地
内
（
鉄

砲
田
）
農
道
改
良
工
事
。

…
二
宮
漁
港
整
備
基
本
設
計
委
託
。

…
町
道
27
号
線
（
内
原
）
拡
幅
改

良
事
業
、
二
宮
駅
北
口
基
本
計

画
策
定
委
託
、
駅
南
口
線
（
横

浜
銀
行
横
）
歩
道
整
備
事
業
に

伴
う
調
査
委
託
。

…
学
校
間
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
構

築
。

…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
受

付
を
開
始
。

…
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、

湘
南
二
宮
未
来
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
。

…
町
道
63
号
線
（
二
宮
）
拡
幅
改

良
工
事
、
町
道
277
号
線
（
旧
国

立
小
児
病
院
前
）
拡
幅
改
良
事

業
。

…
百
合
が
丘
一
色
汚
水
幹
線
工
事
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
消
防
署
の
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
財
務
係

現在試験的に運行しているコミュニティーバス

平成19年9月に焼却炉が停止される予定の
環境衛生センター桜美園

総合長期プラン中期計画初年度





第19回

ごみの分別収集区分が
　　変更になりました！
－空きビンすべてを資源化へ－

　
平
成
９
年
よ
り
、
生
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助

を
開
始
し
、
段
階
的
に
補
助
率
等

を
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
19
年
２
月
末
現
在
で

補
助
制
度
に
よ
る
購
入
台
数
は
累

計
１
３
２
７
台
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
制
度
利
用
に
よ
る
生
ご
み
処

理
機
の
普
及
率
は
10
％
を
越
え
る

状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
補
助
制
度
を
継
続

し
、
普
及
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
処
理
機
の
市
場
に
お
け
る

実
勢
価
格
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成

19
年
７
月
１
日
か
ら
補
助
金
の
限

度
額
（
補
助
率
は
変
更
な
し
）
を

見
直
し
ま
す
。

　
　
　
　
電
動
式
…
３
／
４
補
助

　
　
　
非
電
動
式
…
９
／
10
補
助

　
い
ず
れ
も
、
限
度
額
２
万
円

　
（
変
更
前
は
限
度
額
４
万
円
）

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
排

出
抑
制
を
重
点
的
に
検
討
・
啓
発

す
る
た
め
に
、
標
記
の
協
議
会
を

立
ち
上
げ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
み
の
減
量
化
に
に
つ
い
て
熱
意

と
識
見
の
あ
る
方
を
委
員
と
し
て

募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
町
内
在
住
の
町
民

　
　
　
　
　
２
名

　
　
　
　
　
４
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
自
己
ア

ピ
ー
ル
な
ど
を
添
え
て
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方

法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
〒
２
５
９
―

０
１
９
６

二
宮
町
二
宮
９
６
１
　
二
宮
町
役

場
経
済
環
境
部
環
境
課

　
73
―

０
１
３
４

メ
ー
ル
　k

an
k
y
o@
tow
n
.

　n
in
om
iy
a.k
an
ag
aw
a.jp

　
　
　
　
会
議
の
開
催
は
年
５
回

の
予
定
。
一
回
あ
た
り
の
報
酬
は

６
２
０
０
円
で
す
。

　
今
回
、
最
も
大
き
な
変
更
は
、

「
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
類
」
の
収
集
区

分
が
「
空
き
ビ
ン
」
と
「
ガ
ラ
ス

類
（
そ
の
他
）
」
に
分
か
れ
た
こ

と
で
す
。

　
ビ
ン
は
「
空
き
ビ
ン
」
（
月
１

回
収
集
）
の
区
分
で
、
「
無
色
透

明
の
ビ
ン
」、「
茶
色
の
ビ
ン
」、「
そ

の
他
の
色
の
ビ
ン
」
の
３
種
類
に

分
け
て
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ガ
ラ
ス
類
は
「
そ
の
他
」
（
年

２
回
収
集
）
の
区
分
で
出
す
よ
う

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
「
無
色
透
明

の
ビ
ン
」、「
茶
色
の
ビ
ン
」
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
し
た
が
、
空

き
ビ
ン
す
べ
て
を
資
源
化
す
る
た

め
、
効
率
的
に
回
収
で
き
る
よ
う

収
集
区
分
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
「
古
紙
・
布
類
」
の

区
分
の
「
雑
紙
」
に
つ
い
て
、
カ

ー
ド
サ
イ
ズ
以
上
の
大
き
さ
に
限

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
紙
で
あ
れ

ば
す
べ
て
回
収
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
例
外
は
「
ご
み
の
出

し
方
・
分
け
方
ガ
イ
ド
」
の
６
ペ

ー
ジ
を
参
照
）
。
雑
紙
は
原
則
と

し
て
紙
袋
に
入
れ
る
か
、
ひ
も
で

縛
っ
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
な
ど
の
細
か

い
紙
を
出
す
場
合
は
、
飛
散
を
防

止
す
る
た
め
、
透
明
・
半
透
明
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
留
め
ず

に
、
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
毎
日

出
る
ご
み
」
で
焼
却
処
理
し
て
い

た
紙
が
貴
重
な
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
コ
ー

ト
類
は
、
「
大
型
ご
み
」
で
収
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
「
古
紙
・
布

類
」
の
区
分
の
「
布
類
」
で
収
集

す
る
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
。
大

型
ご
み
と
し
て
焼
却
処
理
し
て
い

た
も
の
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
以
上
、
今
回
の
改
正
で
主
な
変

更
点
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
「
ご
み
の
出
し
方
・
分
け

方
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
ご
み
の
出
し
方
・
分
け

方
ガ
イ
ド
」
は
、
役
場
環
境
課
の

窓
口
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
も
う
一
つ
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。
生
ご
み
を
ご
み
袋
に

入
れ
る
前
に
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。「
毎

日
出
る
ご
み
」
の
約

50
％
は
水

分
で
す
。
ご
み
減
量
化
の
効
果
が

あ
る
水
分
ひ
と
し
ぼ
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

ご
み
減
量
化
推
進
協
議
会
委
員
募
集

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の
限
度
額
の
見
直
し

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の
限
度
額
の
見
直
し

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
の
限
度
額
の
見
直
し



供 用 開 始 済

平成19年4月供用開始

平成19年度工事予定区域（下水道
事業受益者負担金賦課予定区域）

凡　　　　例

　
今
月
か
ら
供
用
開
始
と
な
る
区

域
は
図
の
と
お
り
で
す
。

地
域
全
体
の
水
環
境
改
善
の
た
め

に
は
、
各
家
庭
が
公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
早

期
に
接
続
す
る
と
水
洗
化
改
造
奨

励
金
な
ど
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
は
、

下
水
道
整
備
で
利
益
を
受
け
る
方

に
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。
今
年
度
対
象

に
な
る
土
地
所
有
者
の
方
へ
、
５

月
初
旬
に
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
負
担
金
は
土
地
の
面
積
１
平
方

　
当
た
り
４
５
０
円
で
、
原
則
と

し
て
施
工
年
度
（
翌
年
度
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
土
地
）
に
一

度
だ
け
か
か
る
も
の
で
す
。

　
納
付
方
法
は
、
前
納
報
奨
金
相

当
額
が
差
し
引
か
れ
る
一
括
納
付

と
、
期
別
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
下
水
道
課
業
務
係



　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
と
も
な

い
、
「
助
役
」
が
「
副
町
長
」
に

な
り
、
ま
た
特
別
職
で
あ
る
「
収

入
役
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
一

般
職
の
「
会
計
管
理
者
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
平
成
17
年
８
月
か
ら

収
入
役
を
置
か
ず
助
役
が
収
入
役

事
務
を
兼
掌
し
て
い
ま
し
た
。

▼
総
務
部
長
兼
企
画
室
長
（
建
設

部
下
水
道
課
長
）
高
橋
克
美

▼
民
生
部
長
（
教
育
次
長
）
池
田

茂
男
　
▼
教
育
次
長
兼
教
育
総
務

課
長
（
総
務
部
長
）
原
幸
男

総
務
部
財
政
課
長
（
経
済
環
境
部

経
済
課
長
）
佐
久
間
良
輔
　
▼
民

生
部
町
民
課
長
（
総
務
部
財
政
課

長
）
石
井
博
司
　
▼
民
生
部
健
康

課
長
（
同
部
町
民
課
長
）
落
合
厚

志
　
▼
経
済
環
境
部
経
済
課
長
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）
渡
辺

康
司
　
▼
建
設
部
道
路
公
園
課
長

（
総
務
部
企
画
室
長
）
長
尾
秀
美

▼
建
設
部
下
水
道
課
長
（
同
部
同

課
長
補
佐
）
高
橋
邦
治
　
▼
会
計

管
理
者
兼
出
納
課
長
（
同
課
長
）

須
藤
政
雄
　
▼
議
会
事
務
局
庶
務

課
長
（
同
課
庶
務
係
長
）
大
野
勝

人
　
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

長
（
民
生
部
高
齢
介
護
課
長
補
佐
）

坂
本
眞
砂
子
　
▼
教
育
委
員
会
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
課
長
（
建
設
部
道
路

公
園
課
主
幹
）
茅
沼
義
文
　
▼
消

防
本
部
消
防
課
長
（
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
長
）
秋
澤
靖
久

▼
消
防
本
部
消
防
課
技
幹
（
同
本

部
消
防
署
長
）
尾
上
洋
　
▼
消
防

本
部
消
防
署
長
（
同
本
部
消
防
課

長
補
佐
）
松
木
正
則
　
▼
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
主
幹
　
山
口
利

行▼
総
務
部
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財

係
長
（
同
課
同
係
長
）
戸
丸
隆
司

▼
総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼
収
税

係
長
（
同
課
同
係
長
）
諸
星
勉
　

▼
民
生
部
健
康
課
長
補
佐
兼
保
健

予
防
係
長
（
同
課
同
係
長
）
守
屋

京
子
　
▼
監
査
委
員
事
務
局
課
長

補
佐
（
同
局
書
記
）
堀
江
忠
一
　

▼
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

長
補
佐
兼
体
育
振
興
係
長
（
同
課

長
補
佐
兼
温
水
プ
ー
ル
係
長
）
杉

山
長
政
　
▼
消
防
本
部
消
防
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
（
同
課
予
防
係

長
）
橘
川
寿
郎
　
▼
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
副
主
幹
　
金
子
由
紀

美
　
▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
交
流

（
民
生
部
福
祉
課
長
補
佐
）
相
馬

靖
昭

▼
総
務
部
地
域
推
進
課
防
災
安
全

係
長
（
同
課
同
係
主
査
）
西
山
哲

也
　
▼
民
生
部
福
祉
課
社
会
福
祉

係
長
（
同
部
高
齢
介
護
課
介
護
保

険
係
長
）
松
本
義
明
　
▼
民
生
部

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
（
建
設

部
道
路
公
園
課
公
園
緑
地
係
長
）

渡
辺
幹
雄
　
▼
民
生
部
福
祉
課
上

級
主
査
（
同
課
主
査
）
佐
々
木
千

恵
子
　
▼
民
生
部
福
祉
課
上
級
主

査
（
同
課
主
査
）
美
濃
島
幸
江

▼
民
生
部
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉

係
長
（
総
務
部
地
域
推
進
課
防
災

安
全
係
長
）
小
椋
淳
喜
　
▼
民
生

部
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係
長
（
経

済
環
境
部
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

長
）
椎
野
文
彦
　
▼
経
済
環
境
部

環
境
課
廃
棄
物
対
策
係
長
（
同
部

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
）

小
島
孝
紀
　
▼
建
設
部
道
路
公
園

課
公
園
緑
地
係
長
（
民
生
部
福
祉

課
社
会
福
祉
係
長
）
黒
石
俊
彦
　

▼
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係
長
（
同

課
同
係
主
査
）
渡
部
誠
洋
　
▼
議

会
事
務
局
庶
務
課
庶
務
係
長
（
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
学
校
教
育

係
長
）
筑
紫
裕
門
　
▼
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係
長
（
同

課
同
係
主
査
）
下
澤
純
二
　
▼
教

育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
温
水

プ
ー
ル
係
長
（
同
課
体
育
振
興
係

長
）
石
黒
孝

▼
消
防
本
部
消
防
課
予
防
係
長

（
同
本
部
消
防
署
消
防
司
令
補
）

小
島
勇
　
　
　
　
※
係
長
級
ま
で

▼
企
画
室
　
深
澤
奈
美
　
▼
総
務

課
　
清
宮
蘭
　
▼
総
務
課
　
山
口

渚
　
▼
税
務
課
　
土
屋
康
介

▼
町
民
課
　
高
橋
篤
史
　
▼
福
祉

課
　
有
村
彰
仁
　
▼
福
祉
課
　
添

田
理
代
　
▼
高
齢
介
護
課
　
杉
山

英
一
　
▼
健
康
課
　
飯
田
由
美
子

▼
健
康
課
　
熊
澤
由
希
子
　
▼
経

済
課
　
加
藤
庸
介
　
▼
道
路
公
園

課
　
河
村
誠
　
▼
消
防
署
　
野
谷

純
平
　
▼
消
防
署
　
美
濃
島
寛
識

▼
消
防
署
　
吉
澤
誠

　
　
　
　
　
三
月
三
十
一
日
付

吉
沢
稔
（
民
生
部
長
）

熊
山
明
（
民
生
部
健
康
課
長
）

箱
守
義
明
（
教
育
委
員
会
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
主
幹
）

井
上
孫
太
郎

　
（
消
防
本
部
消
防
課
長
）

菅
原
秀
定

　
（
教
育
委
員
会
学
校
作
業
員
）

吉
澤
美
也
子
（
総
務
部
総
務
課
付
）

長
谷
川
め
ぐ
み
（
民
生
部
健
康
課
）

　
３
月
31
日
付
け
で
小
林
信
昭
教

育
長
が
退
任
し
、
４
月
１
日
よ
り

新
教
育
長
と
し
て
内
海
博
治
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
次
号

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
の
苦
情
や
問
題
が
増

え
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
衛
生
環
境
面
に
も

良
く
な
い
の
で
必
ず
家
に
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
散
歩
中
の
犬
に
人
が
噛
ま
れ

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
綱

や
鎖
で
結
び
、
散
歩
の
際
は
犬

を
制
御
で
き
る
人
が
連
れ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

　
生
後
３
か
月
以
上
の
犬
に
は
、

登
録
・
注
射
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
万
一
の
た
め
に
も
狂
犬
病

の
予
防
接
種
と
登
録
は
必
ず
し

ま
し
ょ
う
。

　
環
境
課
環
境
推
進
係



成
年
後
見
制
度
で
老
後
も
安
心
に

　
認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
方
の
「
法
律
行
為
」
を
補

い
権
利
を
守
り
ま
す
。

　
売
買
契
約
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
契
約
な
ど
の
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
不
動
産
の
売
買
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
、
金
融
機

関
の
口
座
開
設
や
預
貯
金
の
引
き

出
し
、
公
共
料
金
の
自
動
引
き
落

と
し
手
続
き
な
ど
の
ほ
か
、
遺
産

相
続
権
の
行
使
や
放
棄
、
資
産
の

管
理
や
処
分
も
法
律
行
為
で
す
。

　
判
断
能
力
に
支
障
の
あ
る
方
が

法
律
行
為
を
す
る
と
、
無
効
と
さ

れ
る
た
め
、
成
年
後
見
人
を
立
て

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
後
見
人
に
は
法
定
後
見
人
と
任

意
後
見
人
が
あ
り
ま
す
。

　
裁
判
所
に
後
見
開
始
を
申
し
立

て
る
と
、
裁
判
所
が
そ
の
方
に
適

し
た
後
見
人
を
選
び
ま
す
。

　
申
し
立
て
は
本
人
や
配
偶
者
、

４
親
等
内
の
親
族
な
ど
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
方
な

ど
は
市
町
村
長
が
申
し
立
て
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
後
見
人
に
は
後
見
人･

保
佐
人
・

補
助
人
（
以
下
、
後
見
人
等
）
の

３
類
型
が
あ
り
ま
す
。

　
後
見
の
対
象
者
は
、
精
神
上
の

障
害
に
よ
り
、
日
常
の
簡
単
な
買

い
物
も
自
分
で
は
で
き
ず
、
誰
か

に
代
わ
っ
て
や
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
程
度
の
方
で
す
。

　
保
佐
の
対
象
者
は
、
精
神
上
の

障
害
に
よ
り
、
大
き
な
買
い
物
や

お
金
の
貸
し
借
り
な
ど
重
要
な
財

産
行
為
を
自
分
で
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
程
度
の
方
で
す
。

　
補
助
の
対
象
者
は
、
精
神
上
の

障
害
に
よ
り
、
重
要
な
財
産
行
為

を
自
分
で
す
る
こ
と
に
心
配
が
あ

り
、
本
人
の
利
益
の
た
め
に
は
誰

か
に
代
わ
り
に
や
っ
て
も
ら
っ
た

ほ
う
が
良
い
程
度
の
方
で
す
。

　
家
庭
裁
判
所
は
、
本
人
の
財
産

や
日
常
生
活
、
気
持
ち
な
ど
を
確

認
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
な
の
か
を
調
査
し
ま
す
。
こ
の

と
き
に
、
医
師
が
本
人
の
判
断
能

力
に
つ
い
て
診
断
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
鑑
定
と
い
い
ま
す
）
。

　
後
見
人
等
は
本
人
の
親･

兄
弟

と
い
っ
た
身
内
の
方
や
、
弁
護
士

な
ど
の
専
門
家
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
家
庭
裁
判
所
の
審
判
を
受
け
て

後
見
人
等
が
本
人
の
生
活
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
後
見
人
等
に
支

払
わ
れ
る
報
酬
の
金
額
は
家
庭
裁

判
所
が
決
め
ま
す
。

　
本
人
の
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち

に
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ

た
時
に
備
え
て
後
見
人
を
決
め
て

お
く
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
任
意
後
見
契
約

を
公
正
証
書
で
結
ん
で
お
き
ま
す
。

将
来
、
本
人
が
後
見
人
に
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
か

十
分
に
話
し
合
う
こ
と
で
、
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
て
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
意
後
見

監
督
人
と
い
う
人
が
選
ば
れ
る
と
、

任
意
後
見
人
の
仕
事
が
始
ま
り
ま

す
。
任
意
後
見
人
に
支
払
う
報
酬

に
つ
い
て
も
、
事
前
に
し
っ
か
り

と
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
あ
な
た
の
財

産
を
有
効
に
活
用
し
、
生
活
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
ご
利
用
な
さ
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係



こんにちは 健康課です　第56回



～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

157,060㎏

２月分 前月比

10,700㎏

21,283㎏

9,480㎏

1,286,183円

6,220円

228,786円

5,204円

13,800㎏

150㎏

1,772㎏

225㎏

293,411円

1,526,393円 362,038円

930円

67,114円

583円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（平成19年3月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

29,890人
14,492人
15,398人
11,096世帯

（－30）
（－ 7）
（－23）
（－ 6）

（　）内は前月比。

※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。
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ご
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ケ
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を！
納税は
 便利な



平成平成１９１９年度 年間イベント情報年間イベント情報平成１９年度 年間イベント情報
日　　時 催　　し　　物

町民健診の日

湘南にのみや海岸

　530（ゴミゼロ）キャンペーン

二宮小学校運動会

一色小学校運動会

平成19年第2回

　二宮町議会定例会

健康な歯づくりフェア

二宮中学校汐鳴祭体育の部

二宮西中学校体育祭

第41回白ギス投釣大会

袖が浦海水浴場開所式

（開設期間7月1日～8月31日）

第33回子ども会野外活動

第56回地区対抗少年野球大会

第26回地区対抗

　少女ソフトバレーボール大会

地域間交流（長野県高山村から来町）

湘南にのみや花火の祭典

第21回参議院議員通常選挙

中学生国際交流

第56回地区対抗少年野球大会

地域間交流（長野県高山村へ訪問）

第4回スタインウェイ

　ピアノマラソンコンサート

第31回町民水泳大会

ガラスのうさぎ像平和と友情のつどい

防災講演会

平成19年第3回

　二宮町議会定例会

二宮中学校創立60周年事業

敬老のつどい

体験地引き網

19日（土）

26日（土）

2日（土）

8日（金）

15日（金）

9日（土）

中　旬

1日（日）

21日（土）

23日（月）

28日（土）

29日（日）

28日（土）

予　定

予　定

予　定

1日（水）

10日（金）

4日（土）

4日（土）

6日（月）

26日（日）

上　旬

1日（土）

7日（金）

10月1日（月）

15日（土）

28日（金）

上　旬

5月

6月

7月

8月

9月

〜

〜

〜

〜

〜

〜

日　　時 催　　し　　物

第50回二宮町文化祭

第64回町体育祭

山西小学校運動会

湘南にのみや未来コンサート

二宮中学校汐鳴祭文化の部

二宮西中学校秋麗祭

町民健診の日

民俗芸能のつどい

第35回農林水産まつり

　第1部畜産共進会

第33回子ども会レクリエーション大会

第35回農林水産まつり

　第2部農林水産物展示品評会

第9回湘南にのみやふるさとまつり

観光ウォークラリー

ふれあい福祉大会

平成19年第4回

　二宮町議会定例会

第26回町内継走大会

消費者のつどい

第40回新春ロードレース大会

消防出初式

平成20年成人祝賀会

第9回吾妻さんよさこいパレード

新春のつどい

子ども会まつり

吾妻山☆菜の花まつり

第15回室内水泳大会

平成20年第1回

　二宮町議会定例会

町立中学校卒業式

町立小学校卒業式

消防団入退団式

5日（金）

11月4日
（日）

7日（日）

13日（土）

14日（日）

20日（土）

21日（日）

上　旬

4日（日）

11日（日）

23日（金）

7日（金）

14日（金）

9日（日）

予　定

6日（日）

13日（日）

14日（月）

20日（日）

上　旬

3日（日）

予　定

予　定

3日（月）

（予定）

10日（月）

予　定

19日（水）

予　定

31日（月）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

〜

〜

〜



潮
風
と
沿
道
か
ら
の
声
援
に
後
押

し
さ
れ
る
選
手

強
風
の
中
、
多
く
の
生
徒
が
丁
寧

に
外
し
て
く
れ
ま
し
た

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

善
意
の
寄
付
に
感
謝

西
湘
地
域

労
働
者
福
祉
協
議
会
よ
り

湘南国際マラソン湘南国際マラソン湘南国際マラソン
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第12回にのみや観光フォトコンテスト
入賞者（準特選以上）

賞区分 入賞者（敬称略） 題　　　名

推せん

特　選

準特選

菅原　美子

小菅　利夫

玉置　　正

添田　英治

野川　光男

角谷　光夫

鵜殿　優子

田村　泰規

野川　耕吉

白崎　広子

本間　成子

伊勢原市

平塚市

富士見が丘3

富士見が丘1

梅　沢

平塚市

横浜市

相模原市

梅　沢

百合が丘１

小田原市

歌って踊ってみんなでハッスル

鯉のお花見

春がきた

楽しい園外学習

今年の無病息災を願って！

早春の花ざかり

初夏のせせらぎ公園

楽しく踊ろう

どんどん焼き

初春の願い

トロッコ電車で遊ぶ子ども達

　
「
い
つ
も
心
の
そ
ば
に
　
〜
わ

が
故
郷
に
の
み
や
〜
」
を
テ
ー
マ

に
昨
年
を
上
回
る
２
１
９
点
も
の

力
作
が
揃
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
町
外
の
方
々
か
ら
の
応

募
が
目
立
ち
、
二
宮
町
を
再
発
見

し
た
作
品
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
元
気
な
踊
り
手
た
ち
が
飛
び
出

し
て
来
そ
う
な
迫
力
の
あ
る
作
品
。

踊
り
手
の
一
人
ひ
と
り
が
と
て
も

楽
し
そ
う
な
表
情
で
踊
っ
て
い
る

光
景
を
上
手
に
ス
ナ
ッ
プ
し
ま
し

た
。
画
面
に
す
き
間
な
く
人
物
を

入
れ
込
ん
だ
の
が
良
か
っ
た
。

　
桜
の
季
節
に
こ
い
の
ぼ
り
だ
が
、

作
品
か
ら
は
違
和
感
を
感
じ
さ
せ

な
い
。
春
の
情
景
が
清
清
し
く
伝

わ
っ
て
く
る
作
品
。
桜
と
川
筋
、

こ
い
の
ぼ
り
、
青
空
の
画
面
で
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
い
。

　
菜
の
花
や
桜
な
ど
色
と
り
ど
り

で
、
春
の
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
。
吾
妻
山
公
園
の
斜
面
を
ず

ば
り
華
や
か
な
色
で
画
面
を
埋
め

尽
く
し
た
「
絵
」
作
り
が
成
功
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
配
置

バ
ラ
ン
ス
も
良
か
っ
た
。


